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平成25年度第一回関西支部研修会報告

当協会の事業活動の一環として、平成25年度第一回
関西支部研修会を下記の通り開催しました。

●日時
平成25年7月23日（火）  午後3時～ 7時

●場所
大阪科学技術センター 405会議室
（大阪市西区靭

うつぼ

本町1丁目8-4）

●研修テーマ及び講師
① 「交通系カードを活用した駐車場販促策」
　（ポイント制の活用）
　 JR東日本メカトロニクス㈱、㈱トリニティ
　㈱日本コンラックス
② 「立体駐車場（駐輪場）システムについて」
　㈱内藤ハウス
③ 「 PMSを活用した業界初の精算機キーレスシステ
ムについて」

　㈲ティムス
※研修会終了後に情報交換懇談会を開催。

●参加人員：53名

●�新しいコインパークの販促策やITを駆使した新しい
システムの提案がなされ、出席した会員からは「今後
もこういった研修を深掘りしてほしい」という要望が
出されました。

平成24年度パーキンググランプリ表彰式 
（小学生の部）開催！

平成24年度パーキンググランプリ表彰式（小学生の
部）が、平成25年8月7日（水）、東京都北区赤羽の㈱アッ
プルパーク本社事務所で開催されました。
表彰式では、山中副理事長（ブランディング委員会委

員長）からパーキンググランプリ賞（小学生の部）の入賞
者に表彰状及び図書カードが授与されました。
※ 一般の部の受賞者は、既に5月の総会後の懇親会に
て表彰が行われました（パーキングプレス第619号
（2013年6月号）73ページに掲載）。

●平成24年度パーキンググランプリ賞
　受賞者（小学生の部）
優秀賞 成田 舜
　〃 鈴木 智也
　〃 奥原 果歩
　〃 奥原 里奈　　　（敬称略、順不同）

優秀賞を受賞した小学生、成田舜君（写真左）、鈴木智也君と
受賞作品との記念撮影風景（写真中央は山中副理事長）
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本書の調査目的
今回の調査目的は、増減が著しい上、届出制ではない

ため実態の把握が難しいコイン式自動車駐車場（以下、
コイン式駐車場と略記）の実態を把握する点にある。

2008年3月に行った『コイン式自動車駐車場市場に
関する実態分析調査』のリニューアルとして、2011年
10月から12月に実態調査を行い、最近の変化状況をと
りまとめた。

コイン式駐車場は、駐車の用に供する面積が500㎡以
上であれば「届出駐車場」「附置義務駐車場」としてそ
の数は把握されている。
しかし、500㎡未満の駐車場については、届ける必要

がないため、その箇所数や車室数についての公式データ
はない。
したがって、本調査で500㎡未満のコイン式駐車場を

主要都市別に調査するとともに、同駐車場に使用される
設備機器（ロック板、ゲート、精算機）の市場も併せて調
査することで、コイン式駐車場ならびに同設備機器の市
場を明らかにすることを目的とする。

コンテンツ
Ⅰ．コイン式自動車駐車場市場規模編

1．コイン式自動車駐車場の設置箇所数と車室数の推移
2．500㎡未満のコイン式駐車場での駐車場設備機器
市場

3．カード併用駐車場の設置箇所数と車室数の推移
4．主要コイン式駐車場運営会社における運営・管理
の駐車場実態

5．8地域における500㎡未満の駐車場実態

Ⅱ．500㎡未満のコイン式駐車場向け駐車場設備機器
市場編

1．コイン式駐車場向け自動車駐車場設備機器の販売
実績

2．ロック板、ゲート、精算機別メーカーシェア（2011年）

Ⅲ．コイン式駐車場事業の課題と対策
1．置き去り（放置）車両対策
2．料金未払い対策
3．料金精算機の盗難防止対策

※本書のご購入申し込み等については、協会ホームページをご参照ください。

（一般社団法人 日本パーキングビジネス協会）

1 コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査

1．コイン式自動車駐車場の設置箇所数と車室数の推移
1）コイン式自動車駐車場の定義

［図：1］

Ⅰ. コイン式自動車駐車場市場規模編

注）本調査・研究で調査対象としたのは、コイン式自動車駐車場であるが、その中でも
　　　　　　で表示した公的なデータのない500m2未満について特に精査した。
注）駐車場の分類は、「駐車場整備ガイドブック」によった。
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Ⅰ．コイン式自動車駐車場市場規模編

＜調査目的＞
今回の調査目的は、増減が著しい上、届出制ではないために実態の把握が難しいコイン式

自動車駐車場（以下、コイン式駐車場と略記する）の実態を把握する点にある。
2008年3月に行った「コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査」のリニューアル

として、2011年10月～ 12月に実態調査を行い、最近の変化状況をとりまとめた。

コイン式駐車場には、駐車の用に供する面積が500 m2以上であれば「届出駐車場」「附置
義務駐車場」として駐車場数は把握されている。しかし、500 m2未満の駐車場については、
駐車場として届け出る必要がないため、その箇所数や車室数についての公式データはない。
したがって、本調査で500m2未満のコイン式駐車場を主要都市別に調査するとともに同駐

車場に使用される設備機器（ロック板、ゲート、精算機）の市場も併せて調査することでコイ
ン式駐車場ならびに同設備機器の市場を明らかにすることを目的とする。

＜コイン式駐車場の定義＞
①コイン式駐車場の特徴は、「時間貸、主として無人、主として平面駐車場」の3点にある。

本報告書で取り上げるコイン式駐車場とは、賃借、自社物件を問わず、附置義務駐車場、
およびその他の駐車場における平面駐車場と定義した。
また、時間貸方式の営業駐車場を対象とし、月極め、荷捌き駐車場は除外した。
立体機械式、自走式駐車場においても、駐車の用に供する面積の合計で500 m2未満であ

る駐車場（タワー式など）は多いが、有人管理も多くコイン式駐車場に該当しないため、今
回の調査対象とはしていない。

②管理受託（病院や行政などが運営する駐車場の緊急対応、機器メンテナンス業務のみ請け
負う。駐車場の賃借契約は伴わない）は、時間貸の定義から外れるため、今回のコイン式駐
車場の対象から除いている。

3 コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査

2）コイン式駐車場業界を取り巻く市場の動き（2011年時点）
①コイン式駐車場の全体像

＜2011年コイン式駐車場 市場規模＞

注）上表は、主要コイン式駐車場運営会社、機器メーカーへのヒアリングによる。

箇所数 車室数
500m2未満 40,000箇所 430,000車室
500m2以上 4,600箇所 480,000車室
合計 44,600箇所 910,000車室

［図：2］
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Ⅰ．コイン式自動車駐車場市場規模編

②コイン式駐車場の種類別推移

注）上表は、主要コイン式駐車場運営会社、機器メーカーへのヒアリングによる。

箇所数：特に500m2未満が増加（特に小規模駐車場）
車室数：特に500m2以上が増加（特に附置義務駐車場）

［図：3］
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● コイン式自動車駐車場市場に関する実態分析調査 〜500㎡未満の小規模自動車駐車場の分析〜
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